
第23回 健康・医療戦略参与会合 （令和6年4月24日）

健康長寿社会の実現を目指した未来の医療
ー予防医療の確立と社会実装ー

東京大学医科学研究所所長

中西 真

資料２－８



日本医療の最大の問題
高齢者数の増加による高齢者医療費の増大

総務省 統計局 厚生労働省



高齢者医療費適正化に
疾患予防の概念がほとんどない

厚生労働省厚生労働省



セコム健康クラブより



予防医学の概念ー1次予防から3次予防ー

一次予防

二次予防

三次予防

健康を増進し、発病予防
危険因子の管理

発症後の早期発見・治療

社会復帰（リハビリテーション）

＜
＜

能動的一次予防

受動的一次予防

積極的な医療の介入

生活習慣の改善
・睡眠
・バランスの良い食事
・禁煙
・適度な運動

・
・

＜



1）実学の志（社会に役立つ研究）

2）包括的研究（基礎+橋渡し+臨床）

3）予防（先制医療）

明治から令和へと継承される理念

予防医療こそ最良の医療
東京大学医科学研究所

北里柴三郎先生 第日本私立伝染病研究所



感染症 がん

老化 生活習慣病

老化細胞除去
ワクチン

自己免疫強化

ゲノム医療
ピロリ菌除菌

自己免疫強化 自己免疫強化

抗血栓薬

抗生活習慣病薬

具体的な予防医療の実践
ー予防医療を統合的に推進する必要があるー

ワクチン

生活習慣改善
抗糖尿病薬

遺伝子治療



老化は様々な疾患の最も大きな危険因子

“老化”

骨粗鬆症

糖尿病

認知症

慢性腎臓病

心血管病変
黄斑変性症がん

サルコペニア

神経変性疾患

フレイル

脳梗塞

関節炎

年齢

老化を理解し克服すればあらゆる疾患を予防できる？
医科診療費の傷病別内訳（2013年）

老化に関連する
疾患がほとんど

を占める

経産省 ヘルスケア産業政策



老化は未病状態である

年齢別三大疾患罹患率
コロナウイルス肺炎

50歳前後を境に急激に
疾患罹患率が上がる

保健健康サロン

朝日新聞デジタル



老化は介入可能である？

70年間に老化は15~20年遅れている？



将来的な予防医療への具体的取り組み

経産省 ヘルスケア産業政策
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